
点
を
置
き
、

「
読
み
」「
書

き
」
を
一
切

せ
ず
に
、「
聞

く
」「
話
す
」

の
み
を
行
い

ま
す
。
研
修

は
基
本
的
に

英
語
以
外
使

用
禁
止
の
た
め
、
最
初
は
緊
張
し
て
声

が
小
さ
か
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、
講

師
の
ジ
ュ
リ
ア
ン
さ
ん
が
時
折
混
ぜ
る

ジ
ョ
ー
ク
に
笑
顔
を
見
せ
、
次
第
に
元

気
よ
く
発
声
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
30
〜
60
代
の
男
女
16
人
の

多
く
は
、
外
国
人
の
方
と
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
い
う
理
由
で
申
し
込
ん
で

い
ま
す
。
あ
る
参
加
者
は
、「
ス
ー
パ
ー

な
ど
で
外
国
人
の
方
が
困
っ
て
い
る
の

を
何
度
か
見
か
け
ま
す
。
そ
う
い
う
と

き
に
何
か
助
け
に
な
れ
る
よ
う
、
英
語

を
身
に
つ
け
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ー
ス
の
他
に
、「
聞
い
て
話

そ
う
」
英
語
研
修
（
夜
間
コ
ー
ス
）、

飲
食
店
従
事
者
向
け
コ
ー
ス
、
中
高
生

向
け
コ
ー
ス
の
３
つ
が
あ
り
、
こ
れ
ら

も
順
次
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

町
民
全
体
の
英
語
能
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
は
、
日
本
人
・
外
国
人
が
共
に

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。
今
後
も
、
官
民
一
体
と
な
っ

た
国
際
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

国
際
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ
る
倶
知

安
町
で
は
、
英
語
が
必
要
な
場
面
が
多

く
あ
り
、
英
語
を
話
せ
る
人
材
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。町
教
育
委
員
会
で
は
、

英
語
分
野
に
お
い
て
小
学
校
・
中
学
校
・

高
校
が
連
携
を
深
め
る
た
め
、
小
中
高

英
語
連
携
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
17
日
、
東
小
学
校
で
倶
知
安

高
校
の
英
語

教
員
が
授
業

を
行
い
ま
し

た
。
小
学
生

は
、
普
段
と

違
う
教
員
か

ら
教
わ
る
こ

と
に
緊
張
と

新
鮮
さ
を
感

じ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
は
、
教
員
が
互
い
に
授
業
を
見

学
し
た
り
、
児
童
生
徒
が
他
校
の
授
業

を
見
学
す
る
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、

交
流
・
連
携
を
深
め
て
い
き
、
英
語
教

育
に
お
け
る
小
中
高
一
環
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
教
育
委
員
会
は
、
大
人
も

含
め
た
町
民
全
体
の
英
語
能
力
向
上
を

目
的
に
、「
こ
と
ば
で
つ
な
が
る
」
ま

ち
づ
く
り
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
５
月
号
で
伝
え
た
地
方
創
生

事
業
の
一
つ
で
、
全
４
コ
ー
ス
の
研
修

を
行
い
ま
す
。

　

７
月
３
日
に
は
、一
つ
目
と
し
て
「
聞

い
て
話
そ
う
」
英
語
研
修
（
昼
間
コ
ー

ス
）
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は

全
12
回
で
、
日
常
的
に
使
う
言
葉
に
重

　

世
界
的
に
有
名
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
カ

ウ
パ
レ
ー
ド
」
が
、
倶
知
安
町
・
ニ
セ
コ
町

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。カ
ウ
パ
レ
ー
ド
は
、

１
９
９
８
年
に
ス
イ
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で

行
わ
れ
た
町
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
を
参
考
に
、

翌
99
年
に
ア
メ
リ
カ
・
シ
カ
ゴ
で
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
世
界
79
都
市
で
開
催
さ

れ
て
お
り
、
日
本
で
は
東
京
で
過
去
３
回
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ウ
パ
レ
ー
ド
・
ニ
セ
コ
２
０
１
５
は
、

７
月
１
日
〜
10
月
１
日
の
期
間
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
プ
ロ
・
ア
マ
問
わ
ず
集
ま
っ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
っ
て
装
飾
を
施
し
た

カ
ウ
（
牛
）
の
オ
ブ
ジ
ェ
55
体
が
、
両
町
各

所
に
設
置
さ
れ
ま
す
。
ペ
ン
キ
で
色
づ
け
さ

れ
た
も
の
や
ビ
ー
ズ
で
装
飾
さ
れ
た
も
の
、

中
に
は
羊
に
変
身
し
た
カ
ウ
も
あ
り
ま
す
。

カ
ウ
の
大
き
さ
は
大
小
２
種
類
あ
り
、
小
さ

い
カ
ウ
の
一
体
は
倶
知
安
中
学
校
美
術
部
の

生
徒
が
ペ
イ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

カ
ウ
探
し
に
は
、
無
料
ア
プ
リ
「
カ
ウ

ボ
ー
イ
」
が
便
利
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
と
、
カ
ウ
の
位
置
情
報
が
確
認
で
き

ま
す
。
カ
ウ
を
一
定
数
見
つ
け
る
と
、
ク
ー

カ
ウ
（
牛
）
を
探
し
て
町
巡
り

カ
ウ
パ
レ
ー
ド
・
ニ
セ
コ
２
０
１
５
開
幕

ポ
ン
が
手
に
入
り
、景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

ア
プ
リ
を
使
う
こ
と
で
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
よ
う
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

展
示
さ
れ
た
カ
ウ
は
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後

に
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
か
け
ら
れ
、収
益
金
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
慈
善
活
動
を
行
う
団
体
に

寄
付
さ
れ
ま
す
。

　

倶
知
安
町
・
ニ
セ
コ
町
に
点
在
す
る
カ
ウ

を
探
し
な
が
ら
町
巡
り
を
し
て
、
今
ま
で
知

ら
な
か
っ
た
町
の
一
面
や
魅
力
を
見
つ
け
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
お
問
い
合
わ
せ
／
カ
ウ
パ
レ
ー
ド
・
ニ
セ

　

コ
実
行
委
員
会　

☎
21
―
２
５
５
１
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Let's study English!! 小中高英語連携事業

「ことばでつながる」まちづくり事業



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
問
い
合
わ
せ

◆
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
１
７
８

平
日
９
時
30
分
〜
17
時
30
分

（
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

◆
外
国
語
対
応
（
５
カ
国
語
）

☎
０
５
７
０
―
20
―
０
２
９
１

◆
町
総
務
課
法
務
支
援
係

　

☎
56
―
８
０
０
０

Vol.8　あなたの住所は大丈夫？

　

皆
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。マ
イ
ナ
ち
ゃ

ん
で
す
。今
月
号
と
一
緒
に
小
冊
子『
よ

く
わ
か
る
！
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』
を

皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

わ
か
り
や
す
い
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
保
存
版
と
し
て
ご
活
用

く
だ
さ
い
！

　

こ
の
小
冊
子
５
ペ
ー
ジ
「
３ 

今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
あ
る
と
お
り
、

今
年
10
月
以
降
に
、
住
民
票
に
記
載
さ

れ
た
住
所
に
順
次
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送

さ
れ
ま
す
。
通
知
カ
ー
ド
は
、
世
帯
ご

と
に
簡
易
書
留
（
転
送
不
要
扱
い
）
で

郵
送
さ
れ
ま
す
が
、こ
の
『
転
送
不
要
』

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
受
取
人
本
人
に
確

実
に
届
け
る
た
め
、
住
民
票
の
あ
る
住

所
に
郵
送
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
住
民
票
を
移
さ
ず
に
郵
便
物
の
転

居
・
転
送
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

場
合
は
、
転
送
先
に
は
届
き
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
住
民
票
の
異
動
手
続
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
仕
事
を
し
て
い
る
人
（
ア
ル

バ
イ
ト
・
パ
ー
ト
を
含
む
。）
は
、
給

与
等
の
手
続
の
た
め
、
必
ず
勤
務
先
か

ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
を
聞

か
れ
ま
す
の
で
、
例
え
ば
、
倶
知
安
町

内
に
引
っ
越
し
は
し
て
い
る
が
、
住
民

票
を
実
家
に
置
い
た
ま
ま
で
異
動
し
て

い
な
い
人
は
、
現
住
所
に
住
民
票
を
異

動
し
て
お
く
と
、
勤
務
先
で
の
手
続
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
事
業

者
の
方
は
、
社
会
保
障
・
税
の
手
続
の

た
め
、
従
業
員
本
人
だ
け
で
な
く
そ
の

扶
養
親
族
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
の

方
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
手
続
を
確
実
に
行
う

た
め
に
、
従
業
員
の
住
民
票
の
住
所
が

現
住
所
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
、
手

続
が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
転
出
・

転
入
の
届
出
を
促
し
た
り
、
通
知
カ
ー

ド
や
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
大
切
に
保
管

す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
ょ
う
。

　

通
知
カ
ー
ド
は
、
10
月
か
ら
全
国
民

へ
お
お
む
ね
１
カ
月
程
度
か
け
て
発
送

さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
間
に
長
期
間

不
在
で
通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
こ
と

が
出
来
な
い
場
合
は
、
役
場
で
一
定
期

間
保
管
し
ま
す
。
そ
の
期
間
は
通
知

カ
ー
ド
の
受
渡
し
が
で
き
ま
す
が
、
保

管
期
間
を
過
ぎ
る
と
再
発
行
手
続
が
必

要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〜
お
知
ら
せ
〜

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
広
報
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
貸
出
し
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
動
画
は
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
見
ら
れ
ま
す
。
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倶
知
安
農
業
高
校
で
は
、
３
年
生
を

対
象
に
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
７
月
６
日
〜
10
日
の

期
間
、
倶
知
安
町
役
場
で
２
名
の
生
徒

が
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

２
名
の
女
子
生
徒
は
、商
工
観
光
課
、

社
会
教
育
課
（
美
術
館
・
風
土
館
）
で

職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。
商
工
観
光
課

で
は
、
羊
蹄
山
の
山
小
屋
管
理
人
と
の

電
話
連
絡
を
行
い
、社
会
教
育
課
で
は
、

美
術
館
で
実
施
し
た
倶
中
の
授
業
の
補

助
に
入
り
、
美
術
館
職
員
を
サ
ポ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
２
名
は
、
い
ず
れ
も
倶
知
安

町
出
身
で
、
将
来
は
公
務
員
に
な
り
た

い
と
考
え
て
お
り
、
体
験
先
と
し
て
役

場
を
選
び
ま
し
た
。「
体
験
し
て
み
て
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
役
場
の
仕
事
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
緊
張
し
て

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
体
験
は
、
将
来
ど
の

仕
事
に
就
く
か
決
め
る
た
め
の
参
考
に

な
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

農業高校インターンシップ
職場体験をしました

毎年この時期は、生ごみの臭いに悩みますね。

今年も、ちょっとしたコツを紹介します！

●発酵前に重曹を白くなるまで振り掛ける

　生ごみが発酵する前に重曹を振り掛けることで、

　臭いが軽減できます

●ゴボウのあく抜き汁を吹きかける

　ゴボウのあく抜きをした汁を霧吹きな

　どで生ごみに吹きかけると、臭いが抑

　えられます

●冷凍する

　水を切ってから生ごみ専用袋に入れて冷凍すると、

　臭いが外に漏れません（袋をトレーに乗せて冷凍

　すれば、冷凍庫の中も汚れません）

　冷凍庫の中に入れることに抵抗がある方は、100

　円ショップなどで売っている発泡クーラーボック

　スを用意し、生ごみを水切りしてから専用袋に入

　れ、保冷剤と一緒に収集日まで保管する方法もあ

　ります

　単身赴任の方でも簡単にできると思います。

　ぜひ試してみてください !

ご家庭での生ごみ処理について

お問い合わせ　町住民環境課環境対策室　☎ 56-8008


